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御津南部小学校 校長室だより 
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今日で１学期が終わります。校長先生は入学式・始業式のときに

「心のスイッチ」という詩を読みました。  

（略） 

心にスイッチが入ると 急にすばらしい子になる 

心のスイッチが、人間をつまらなくもし、すばらしくもしていくんだ 

電灯のスイッチが、家の中を明るくもし、暗くもするように 

という詩でした。心のスイッチが入ったら、次は、自分の足で歩き

出す。そして、一歩ずつ自分のペースで着実に歩み続けましょう。

という話をしました。 

１学期どうでしたか。一歩を踏み出すことはできたでしょうか。

４月から今まで、失敗したり、間違ったりしたことがたくさんあっ

た人は、一歩を踏み出そうと、変わろうとした人だと思います。「失

敗や間違いがなかった人は、何も変わろうとしていない人だ」と校

長先生は思います。一歩を踏み出さなければ、間違うことも失敗す

ることもありません。失敗して、反省して、頭をいっぱい働かせる

と、人は賢くなれますし、少しのことでもくじけない強い人にもな

れます。だから、失敗したり間違えたりしたら、ちゃんと反省して、

「よし、これで成長しよう。賢くなろう」と思えばいいのです。そ

して、「次はもっとがんばろう」と気持ちを切り替えて前を向くの

です。みんなの顔つきを見ていると、一歩踏み出したせいか、穏や

かな中にも引き締まった感じがします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さあ、明日から夏休みです。みなさんは、どんな夏休みにしようと思っているのでしょう。もう、

心に決めている人も多いと思います。校長先生は、みなさんに、何かに「チャレンジ」する夏休み、

そして夏休みのおわりには、「じまん」ができる夏休みにしてほしいと思っています。 

夏休みは、学校に来ている時と違う生活をします。ですから、いつもは気づかなかったことを発見

したり、感動したりすることができるチャンスです。草むらの虫や鳥の鳴き声に気づいたり、きれい

な花が咲いたことに感動したり、地域の人や学校の先生に教えてもらったことを試してみたりなど、

普段できないことを体験できるチャンスがきっとあると思います。「もっと知りたいな」、「自分もや

ってみよう」が素敵な「チャレンジ」の始まりです。 

そして、何かを「続けること」、「やり遂げること」はもっと素晴らしい「チャレンジ」です。「大き

な声であいさつする」、「朝７時３０分には勉強を始める」、「毎日、家のお手伝いを一つはする」、「習

い事に休まず参加する」、「日記を書く」、少し頑張ればできそうなことを積み重ねていくことを大事

にしてほしいと思います。どんな小さなことでもいいです。大事なことは、「やってみようと思う」

ことと「続ける」ことです。 

校長先生も、チャレンジしようと思っています。そして９月にみなさんにじまんしようと思ってい

ます。お互いにがんばりましょう。そして、夏休み明けには、また元気な顔で会いましょう。 

学校閉校日のお知らせ 

児童生徒が登校しない夏季休業中のお盆の期間、８月１３日（火）～１５日（木）は、市内小中学校 

閉校日となっています。学校への緊急を要する連絡・問い合わせについては、以下へお願いします。   

豊川市教育委員会 学校教育課（８８－８０３３）  受付時間 ８：３０～１７：１５ 

この夏、豊川市教育委員会生涯学習課が、豊川海軍工廠平和公園の 

企画展として、「折り鶴に平和の祈りを」を開催します。その中のミニ 

企画展で、「～わたしたちのまちにも戦争があった～ 豊川海軍工廠を 

守った大恩寺山砲台」の展示が行われます。御津山（大恩寺山）周辺に 

は、戦時中に豊川海軍工廠を防備するために多くの防衛施設が配備され 

ていました。今回の展示は、御津地区に焦点を絞った展示です。御津南 

部小からも、当時の学校日誌、学校沿革史を資料として提供しました。 

９月２９日（日）まで、ミニ展示は行われています。 

 ７月１６日（火）５時間目に、６年生が多目的室で薬物乱用防止教室を行いました。豊川・蒲郡警

察署生活安全課少年係の彦坂様を講師にお招きし、お話を聞いたり、映像を見たりして、改めて薬

物の恐ろしさを学びました。薬物は簡単に手に入れることができ、最近では、中高生を中心に、大

麻や危険ドラッグなどがかなり広まっているようです。薬物は一度手を出したら、元には戻れませ

ん。決して手を出さないよう気をつけましょう。 

校長先生は、今回のお話にあった「薬物は、人間にとって大事な、 

脳・心・命の３つを失わせ、また、自分だけでなく、まわりも不幸に 

してしまう」という言葉が印象に残っています。また、講師の先生は、 

「悩みがあるのなら、薬物に逃げるのではなく、まわりの大人や友だ 

ちに相談することが大切です」とお話しされました。 

６年 薬物乱用防止教室 


